



























































































































































































































































楽しむ読書 想像の世界を楽しむ 絵本やマンガを含む 読書からの対話
調べ学習 テーマを設定してレポー
gをまとめるまでの一連の
w習
調べ学習の基本として，
ﾁに学習結果のまとめ方
ﾌ学習
調べ学習のまとめで自分
ﾌ考えをもつ
考える読書 絵本の比較など 読書レポート
uックディベート
コミュニケーション読書
ﾇ書感想文
3．読書活動のそれぞれの時間配分と指導者
　「読書科」を週1時間として，ここまでに述べた読書活動のそれぞれの時数配分は，学校に
おける読書実態や学年の発達段階や校種の特殊性によるところがある。小学校上学年と中学校
を標準にして次のような配分が考えられる。
　楽しむ読書（自由読書）　：10時間　　　調べ学習の基礎・基本の学習　：10時間
　考える読書　　　　　　　：10時間　　　コミュニケーション読書　　　：5時間
　この程度の時数配分を基にして，「朝の読書」などで読書の時間のある学校であれば，自由読
書の時数を減らして，考える読書やコミュニケーション読書の時数を増やしていく。
　「読書科」の授業の担当者は，司書教諭が専科ということであれば，20学級・一週20時間
程度ならば実施可能である。但し，学校司書がいればという条件つきである。この時間を使っ
て，皿一2で示した内容の授業を展開していくべきである。
　なお，司書教諭としては，各学年の総合的な学習あるいは教科の学習が調べ学習である場合
はその援助をしたり，TTとして学年や学級の中に入っていきたい。司書教諭が専科や専任（授
業を持つことを前提として）ではなく，せいぜい数時間の空き時間を保証される程度では，他
の学級の「読書科」の授業を実施するということはできない。このような場合は，学級担任が
実施することになる。一時的には，このような過渡の時期があることは考えられる。
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